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特殊薬を取り扱う業界団体（○○生産者協会）の紹介

設 立 ：昭和２６年 （麻薬製造5社）

目 的 ：本会は、会員相互が医療用麻薬産業という共通の基盤に

立ち、会員が必要とする調査・研究・情報の収集・交換

及び関係諸機関・諸団体との連携・協調活動を行うこと

によりもって国民の健康に寄与することを目的とする

会員会社：麻薬製造4社、麻薬製剤11社 （以上計15社）

製造免許＝麻薬を精製し、化学的変化を加え、他の麻薬に製剤化できる
製剤免許＝麻薬製造業者から精製された麻薬を譲り受け、化学的変化を
加えずに製剤化することができる。（分 科 会：東京・大阪）

小委員会：行政対応、情報収集、出版、現状分析、適正使用推進、流通
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特殊薬を取り扱う業界団体と行政とのかかわり

全国麻薬取締部との意見交換・研修会

＊は新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止

＊北海道厚生局麻薬取締部研修

＊東北厚生局麻薬取締部研修

・東海北陸厚生局麻薬取締部研修（11/11）

・中国四国厚生局麻薬取締部研修（10/7）

・九州厚生局麻薬取締部研修（10/6）

＊四国厚生局麻薬取締部

＊近畿麻取部厚生局麻薬取締部研修

薬用植物園見学会

・医薬基盤研究所薬用植物資源研究センター北海道研究部研修（7/8）

＊医薬基盤研究所薬用植物資源研究センター筑波研究部研修

行政・医療関係者・業界団体を交えた勉強会の開催

・医療用麻薬フォーラム（11/26 )
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ケシの未熟果から出る乳液を乾燥させたものがアヘン（Opium）である。

オピオイドのルーツ アヘン

生アヘン切れ目を入れたケシの未熟果

アヘン中に含まれる
主なアルカロイド（塩基性物質）

引用：麻薬製造業者社内資料より一部改変
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麻薬の定義（第2条）
別表第一に掲げるもの （74物質）
麻薬、麻薬原料植物、向精神薬及び麻薬向精神薬原料を指定
する政令で定めるもの （142物質）

令和2年7月現在，計216物質が麻薬に指定（医療用は13成分）

医療用麻薬の種類
あへんアルカロイド系：モルヒネ，コデイン，オキシコドン、ヒドロモルフォン

コカアルカロイド系：コカイン

合成麻薬 ：ペチジン，フェンタニル，メサドン
など

麻薬及び向精神薬取締法における麻薬とは

引用：麻薬・向精神薬・覚せい剤管理ハンドブックより一部改変 5



日本における麻薬の取締り及び目的

わが国における麻薬の取締り

⇒麻薬及び向精神薬取締法（麻向法）によって行われている

麻向法の目的（第1条）
この法律は麻薬の輸入，輸出，製造，製剤，譲渡，譲受，所
持等一切の取り扱いを禁止し，例外的行為として免許をもってその
禁止を解除している
原文 「この法律は，麻薬及び向精神薬の輸入，輸出，製造，製剤，譲
渡し等について必要な取締りを行うとともに，麻薬中毒者について必要な医療
を行う等の措置を講ずること等により，麻薬及び向精神薬の濫用による保健
衛生上の危害を防止し，もつて公共の福祉の増進を図ることを目的とする．」
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麻薬の規制 ー麻向法による規制の概要ー

① 免許
最大３年の有効期間

② 流通経路の制限
患者に譲渡以外は免許取得者のみに流通させること

③ 輸入・輸出の制限
許可必要

④ 製造・製剤・小分けの規制
許可必要

⑤ 施用等の制限
交付には麻薬施用者免許必要・疾病治療以外での施用禁

⑥一般向け広告の禁止
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麻薬の流通経路

麻薬の流通経路

原則的には製造（輸入）の段階から施用の段階に向かう
（ 一方通行 ）（返品が出来ない）
その流通の過程を明確にする
麻薬の正規流通以外への流出を防止する措置を講じている

この流通経路によらない場合
【例】医療機関麻薬管理者→麻薬製造業者の麻薬研究者

（苦情品処理対応（原因究明）の場合等）

その都度，厚生労働大臣や地方厚生局長の許可が必要
（麻薬譲渡許可申請書を行政に提出し，麻薬譲渡許可書
による許可が必要）
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麻薬の流通経路（第24条・26条）

引用：平成28年度疼痛緩和のための医療用麻薬適正使用推進講習会
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麻薬製品の譲受，譲渡について

同一都道府県内の麻薬卸売業者からのみ譲受でき
る（第24条）

麻薬譲受証，麻薬譲渡証の交付
麻薬を譲り受ける場合
麻薬譲受証と麻薬譲渡証を相互に交換する
ただし，麻薬譲受証をあらかじめ麻薬卸売業者に交付
するか，あるいは同時交換でなければ麻薬を受け取るこ
とはできない

立ち会い検品
原則として，納品の際，麻薬卸売業者立ち会いの下，開
封検品し，製品に問題がないか等を確認後，譲り受ける

引用：2017年度版医療用麻薬適正使用ガイダンスより
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患者さん向けお知らせ

医療用麻薬製品添付文書より一部抜粋

不要になった麻薬の取り扱いについて
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保管

保管設備〔麻薬金庫〕（第33条，第34条）
麻薬管理者は麻薬業務所内に固定された堅固な保管設備
を設け，鍵を掛けて麻薬を保管すること
（スチール製のロッカー，事務机の引出し等は麻薬保管設
備とはみなされない）
保管設備の中には麻薬以外の医薬品（覚せい剤を除く）
や，その他の物品を入れることは出来ない

引用：2017年度版医療用麻薬適正使用ガイダンスより
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医療用麻薬製品の使用期限等，表示について

医薬品医療機器法
第50条12号※

麻向法第31条

医薬品医療機器法
第50条3号

薬麻第140号
（昭和29年5月19日）

※適切な保存条件のもとで，3年をこえて性状及び品
質が安定な医薬品は表示の対象から除外される．

製造番号(Lot No．）＋製品番号＝姓＋名
⇒お札の番号と同様で2つ存在しない

平成25年以降使用期限表
示がされるようになった。

医療用麻薬にのみ製品番号が存在する

商品名

13



がん対策に関する世論調査 －医療用麻薬に対する意識－

「がん対策に関する世論調査」の概要 内閣府政府広報室 平成27年1月
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使用することは道徳に反することだと思う
がんの治療に悪い影響があると思う

精神的におかしくなると思う
「麻薬」という言葉が含まれていて、怖いと思う

寿命を縮めると思う
眠気や便秘などの副作用が強いと思う

いったん使用し始めたらやめられなくなると思う
最後の手段だと思う

だんだん効かなくなると思う
正しく使用すれば安全だと思う

正しく使用すればがんの痛みに効果的だと思う

（%）
調査時期：平成26年11月06日～11月16日（調査員による個別面接聴取）
調査対象：全国20歳以上の日本国籍を有する者 3,000名（有効回収数 1,799人、回収率 60.6％）
調査目的：がん対策に関する国民の意識を調査し、今後の施策の参考とする
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医療用麻薬についてどのような印象を持っていますか？（複数回答）



もし、がんのために痛みが生じ、医師から医療用麻薬の使用を
提案された場合、医療用麻薬を使用したいと思うか？(年代別)

「がん対策に関する世論調査」平成29年1月 内閣府政府広報室より抜粋
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オピオイドを使うと依存・中毒になる。

●身体的依存
薬の長期投与に対する薬理学的な正常反応であり，漸減法により
中止すれば臨床的な問題は起こらない。

●精神的依存
基礎実験および多くの臨床試験から，痛みのある状態でオピオイ
ドを投与しても精神的依存は起こらないことが実証されている。

まったくの誤りであり，オピオイドの投与によって 痛みが除去された患者
は，よく眠れ，よく食べられ，よく考えられるようになるので，むしろQOL
（生活の質）が著しく改善する。

オピオイドを使うと命が短くなる。

医療用麻薬の負のイメージ⇒適正使用を妨げている?

麻薬製造業者社内資料 16



医療用麻薬の適正使用量 麻薬使用の現状
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医療用麻薬の流通管理における
一般の医療用医薬品との違い

１．流通は一方通行が原則でありすべて麻薬
の免許を持った業態のもと譲受証、譲渡証の
交換で取引される。（一方通行）

２.流通において製造番号の他に製品番号での
シリアル管理が一般的である。

３．医師であっても麻薬施用者免許がないと患
者に処方・交付できない。
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医療用麻薬の製造・流通と適正使用

まとめ

１．医療用麻薬は製造・流通・医療現場等で麻
向法による規制を受け厳格に管理されている。

２．日本に於いて医療用麻薬における乱用の
報告は諸外国に比べ極めて少ない。

３．一方で医療用麻薬に関する誤解・偏見があ
り必要とする患者に必要とする量が適正に使
用されていないのが現状である。
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